
ク
ラ
シ
ゲ

倉
霊
能
楽
部
山
上
院
に
因
す
る
都

新
。
能
楽
部
名
制
誌
に
、
こ
の
村
に
昔
お
の
う
と
い

ふ
人
の
住
ん
だ
館
祉
が
あ
る
。
今
そ
の
地
を
似
と
稽

す
る
と
あ
る
。

ヲ
ラ
シ
キ
マ
イ

念
取
米

滞
政
の
時
、
給
人
は

そ
の
百
姓
か
ら
牧
納
す
る
米
殺
を
、
町
議
宿
に
預
け

て
芭
〈
。
そ
の
打
数
料
は
一
一
位
に
付
い
て
二
升
で
あ

っ
た
。
能
殺
の
磁
宿
で
は
一
升
六
合
を
四
辺
と
し
た

が
、
亦
ご
升
を
奥
へ
ら
れ
る
縦
宿
も
な
い
で
は
な
か

っ
た
。

タ
ラ
h
F
Z

会
谷

石
川
郡
陣
川
庄
に
毘
す
る
郎

務
。
名
問
付
山
川
記
に
、『
此
村
は
、
御
街
地
と
な
り

て
よ
り
此
方
、
保
年
六
月
期
日
氷
を
献
じ
、
料
足
四

百
足
紛
は
る
恒
例
な
b
。
然
る
に
元
職
年
中
山
間
用
動

略
の
椛
起
り
、給
物
牢
誠
に
成
。
、叉
同
町
年
よ

0
畿
に

僅
銭
を
給
は
る
の
み
な
れ
υ
し
が
、
災
後
い
つ
の
頃
よ

。
か
、氷
は
御
城
郭
の
聞
に
作
ら
せ
、合
谷
は
沙
汰
も

な
く
な
り
た
り
。
』
と
見
え
、
企
谷
醤
杷
に
は
、
そ
の

初
め
て
氷
を
献
じ
た
る
を
天
正
十
一
日
体
六
且
朔
と
す

る
O
V
A
可
制
小
説
に
は
、
天
正
十
二
年
前
凶
利
家
の

佐
々
成
政
と
合
戦
の
時
、
品
川
谷
村
の
百
姓
が
附
箆
の

大相開
制
役
を
勤
め
た
か
ら
、
議
決
と
し
て
諾
役
を
発

除
せ
ら
れ
、
そ
の
積
に
六
月
朔
日
金
問
城
へ
氷
を
献

じ
、
背
銅
二
口
交
を
賜
は
旬
、
こ
の
後
恒
例
と
な
っ

た
が
、
元
政
五
年
か
ら
停
止
せ
ら
れ
た
と
記
す
る
。

タ
ラ
h
F

ニ
ガ
ハ

念
谷
川

石
川
端
品
川
谷
笥
大
門

山
の
閉
館
よ
り
出
で
、
二
文
領
た
ま
り
訓
と
い
ふ
所

で
開
川
に
入
る
。
疏
桜
十
八
粁
許
。

h
y
ラ
生
ユ
コ
ウ
ザ
ン

念
袋
鏑
山

石
川
消
印
川

の
水
加
品
目
谷
山
に
金
銭
坑
が
あ
っ
て
、
院
長
十
三
年

九日
谷
の
良
民
新
右
衛
門
及
び
八
右
衛
門
初
め
て
之
を

線
制
し
た
と
い
ひ
、
元
和
・
覧
水
中
に
来
っ
て
最
も

椛
況
青
呈
し
た
が
、
F
巴徳
四
年
の
訟
な
る
三
州
大
山
町

ク
ラ

水
終
に
は
今
岳
山
〈
脱
出
世
し
た
と
あ
る
。
そ
の
後
明
和

元
年
金
仰
の
町
人
道
法
寺
田
出
際
お
術
門
が
鋭
坑
試
制

を
出
版
し
、
安
永
元
年
に
も
金
仰
の
口
座
奥
左
衛
門

が
復
柏
田
青
企
て
た
が
、
牧
支
釘
は
ず
し
て
間
五
年
に

隠
し
た
。
天
保
弘
化
頃
の
地
胎
記
に
、
究
永
の
末

よ
り
双
山
山
・明
山
口
の
頃
ま
で
探
に
金
鋭
宇
出
し
た
が
、

金
山
は
取
、
銀
山
は
磁
に
あ
っ
て
、
そ
の
頃
家
屋
二

百
軒
問
も
建
ち
、
銀
山
町
・
後
町
・
滋
女
川
・金
品
川
町

な
ど
閥
抗
僚
の
間
売
有
し
、
欧
州
押
伎
・
相
筏
な
ど
も

行
は
れ
て
繁
昌
し
た
が
、
作
山
谷
川
の
洪
水
で
時
間
〈
統

失
し
、
そ
の
後
下
流
二
叉
に
近
〈
村
即
位
し
た
と
記
し

て
限
る
。
俊
明
治
イ
年
一
件
び
印
刷
・鉛
今
、
採
制
し
た
が
、

円程
も
四
十
三
年
に
止
め
た
。

9
-
7章
二
ダ
イ
ホ
ウ

念
谷
大
法

川
ル
山
川
二
日

間
興
宗
政
探
究
入
寺
十
沢
代
の
住
持
。
杭
品
川
の
筋
二

子
で
、
叩抽
出世
の
弟
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
四
年
九
月

十
抗
日
寂
、
苧
年
四
十
九
。
法
街
大
法
院
院
念
。
限

講
を
附
ら
れ
た
。

ヲ
ラ
タ
=
チ
ユ
ウ

念
谷
智
勇

例
化
出
ご
日
前

提
宗
京
涙
汚
入
寺
十
四
代
の

U
-
m
o
折
口
約
の
子
。

一一仙

hm
m
四
日
に
入
り
、
際
司
に
進
ん
だ
。
川
治
九
年
七
月

十

一
日

況
十

一
践
を
以
て
寂
。
法
内
は
法
成
院
山

田市。
ク
ラ
タ
ニ
テ
ツ
ソ
ウ

倉
谷
哲
僧

州
出

m二
日

前
回
目
宗
一
収
祇
詩
人
寺
十
三
代
の
的
。

初
名
限
引
山
、

一

名
数
忽
、
凶
縦
問
中
心
と
蹴
し
た
。
文
政
八
年
加
賀
法

論
の
際
交
北
山
と
共
に
お
縦
方
と
し
て
本
剛
寺
の
札

m荷
受
け
、
句
作
干
出
月
間
芯
の
町
凶
そ
咋
川さ
れ
た
同

に
も
、
不
曾
判
官
に
よ
っ
て
十

一
月
ま
で
湘
4

尽
し
た
。

然
る
に
裂
年
三
月
刊
び
前
市
山
刊
の
品
川
被
に
よ
っ
て
訂

喚
せ
ら
れ
、
二
一
年
の
後
四
附
し
て
、
(
久
子
共
に
抑
判
肥

料
を
命
ぜ
ら
れ
た
o
天
保
十
三
年
宮
前
は
野
司
と
な

り
、
明
治
元
年
燦
舗
に
泌
ん
だ
が
、
…1
年
十
月
ま
た

ク
ラ
ヅ
キ
シ
ョ
ウ

念
月
庄

河
北
市
に
在
っ
た
。

武
家
印
式
出
山
総
匙
武
三
年
十
月
四
日
の
文
部
に
、『太

政
官
符
加
問
同
o
m
ν
A
V
R
正
抗
位
上
行
大
外
閉
山
俊
助

教
仰
後
守

巾
版
制
限
刷
利
相
手
似
領
知
岱
川
合
月
恥

領
円
余
地
…

m岡
崎

-m-zk』
と
あ
り
、
川町山山
四
年
入
月

七
日
の
錨
油
紡
郁
郎
総
努
設
以
に
は
『
九
日
且
取
岩
方

村
・制
仏
寺
村
・木
継
村
、及
び
行
月
前
州
内
近
凶
郷
・千
出

郷
』
な
ど
、
見
え
る
。

テ
ラ
ヅ
キ
シ
ョ
ウ

滋
月
産

出
州
政
の
頃
は
石
川

川
と
・
川
北
市
と
に
跨
っ
て
院
た
。
そ
の
石
川
郡
に
あ

っ
て
は
、
t
mx江
・
下山
A

江
・諮
江
・
市
新
保
・畑
出
・

三
4

口
・=一
q
h

佳
・
大
河

m
-L山間
・閉山崎
・西
蚊
爪
・削指令

附
・近
凶
・大
友
御
供
川
・
大
友
・直
江
の

，1
山
ハ
ヶ
村
を

合
弘
、
川
拍
仰
に
在
つ
て
は
、
神
・
礎
部
凹
巾
・前

倒
松
寺
・寺
川
・
取
舵
爪
・向
梨
附
・
甘山保
・大
浦
・木

越

千
川・

今
の
十
三
令
村
を
含
ん
で
府
た
。
後
金
剛
仰

の
椛
下
に
入
っ
た
安
江
川
・升
形
・白
銀
町
・英
町
・関

民
間
前
水
附
・凶
御
初
町
・
京
米
寺
町

-m川
貨
市
・

鍍
治
町
・引尻町
・厩
町
・間以

m町
・
国
六
枚
川
・
専
光
寺

前
等
も
亦
紋
月
肢
の
地
で
あ
る
と
い
は
れ
る
。
こ
の

片
山
は
凡
ベ
て
内
へ
の
加
賀
初
白
且
庄
で
あ
る
が
、
浅

野
川
以
前
が
石
川
市
に
な
り
、
以
北
が
河
北
部
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
文
以
治
の
切
に
品
川
者
庇
と
部
い
た

も
の
も
見
え
る
が
.
似
宇
に
過
ぎ
ぬ
0

9
ラ
ヅ
キ
ヨ
ウ
ス
イ

念
月
用
水

阿
川
の
金
抑

守
口
抗
す
る
刷
に
於
い
て
、
そ
の
右
岸
掛
川
則
明
か
ら
引

水
し
.
服
儲
か
ら
夜
間
川
岸
に
向
か
う
て
疏
れ
る。

呉
川
酢
の
服
に
よ
0
調
資
せ
ら
れ
て
殴
悦
請
文
を
挺
出

し
、六
年
此
外
に
制
じ
、
部
い
で
=
一
等
然
防
と
な
り
、

十
三
年
ご
等
向
日
制
に
泌
み
、
イ
六
年
七
月
二
十
日
八

十
一
一
践
で
寂
。
法
名
秘
法
院
院
念
。

テ
ラ
主
エ
ホ
ク
ザ
ン

倉
谷
北
山

以
了
。

ウ

』

モ
タ
リ
ヨ

ク
ラ
ノ
コ
シ
ア
ナ

訟
の
腰
穴

石
川
柳
凶
見
に

あ
る
。

加
賀
古
跡
考
に
、
こ
の
村
の
岩
山
の
臨
に
三

尺
四
方
許
の
穴
が
あ
っ
て
、
田昌
A
之
を
〈
ら
の

-」し

の
穴
と
呼
ぶ
と
閉
山
し
て
あ
る
。

ヲ
ラ
ノ
サ
カ

絡
之
坂

羽
咋
郡
熊
谷
か
ら
以
前

畑
創
出
地
に
越
え
る
郡
山
汁
に
在
る
。

さ
7
ハ
シ

倉
橋

明
担
杷
に
、『
永
時
抗
年
の
駄

加
州
の
郷
民
等
一
伎
青
起
し
、
越
前
の
屋
形
明
hl
左

衛
門
官
接
去
の
下
知
を
背
〈
訴
あ
り
。
-
E
々
。
剃
へ
相

野
・松
山
品
川
崎
・千
代
な
ど
L

い
ふ
腕
に
問
荒
川
キ
I
W

川

へ一
E
K
o
』
と
あ
る
丘
絡
の
地
は
今
明
阪
で
な
い

が
、
総
出
限
卿
の
舷
部
考
古
盤
紀
に
、
和
名
抄
の
山

本
に
綜
部
を
久
良
能
之
と
訓
じ
て
あ
る
と
い
ふ
か

ら
、
若
し
そ
れ
が
市
中
目
な
ら
ば
、

'm時
制
印
ち
石
川
出

品
川
部
村
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

テ
ラ
ビ
ラ
キ

緩
関
務
政
の
頃
町
家
に
於
け
る

政
聞
き
の
祝
俄
は
、
正
月
十
一
日
に
行
は
れ
る
こ
と

江
戸
に
同
じ
か
っ
た
o
新
年
に
入
っ
て
初
め
て
縦
奇

問
〈
わ
け
で
あ
る
。

。-
7
7
リ
シ
ョ
ウ

絞
降
注

元
隊
十
六
年
の
赤

前
八
慨
世
釈
に
、
帥
明
月
践
の
こ
と
を
鞍
除
庄
に
作
っ

て
、『
一
日
州
民
密
a
続
出
向
五
-
時
慨
弘
エ
騎
兵
。
部
副明

等
総
司
押
削
析
--耐
賜
凶
須
町
A
Z中
中
紛
紛
降
ν
物
。
川町忌

金
抑
牛
右
衛
門
儒
納
屋
源
兵
衛
の
郡
上
に
、
も
と
山田

谷
午
右
衛
門
上
地
に
防
火
用
の
水
前
期
が
あ
っ
た
の

宇一
、
正
保
年
中
先
制
奥
助
が
紛
ひ
受
け
て
、
期
的
跡

に
拍
車
を
建
て
‘
川
を
穿
っ
て
市
水
を
沼
じ
た
。
そ

れ
が
川
下
入
千
石
の
地
を
養
う
て
食
且
用
水
と
呼
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
。
こ
の
旧
地
は
石
川
郡
凶
念

新
保
等
十
三
今
村
に
瓦
る
も
の
で
あ
る
。

h
y
ラ
ツ
ポ
ダ
ケ

鐙
坪
議
珠
洲
郡
大
谷
の
う
ち

則
点
部
古
川
の
雨
方
に
在
る
。
前
さ
三
六
六
米
。
地
代

第
三
紀
街
。

六
七


